
『
ひ
ま
わ
り
』の
芽
吹
き

子
ど
も
た
ち
の
未
来
が
、
安
全
で
平

和
で
あ
る
よ
う
、「
環
境
」
と
い
う
視

点
か
ら
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
行
動

す
る
市
民
グ
ル
ー
プ
「
ひ
ま
わ
り
の
種

し
ん

ぼ

こ

の
会
」（
新
保
る
み
子
代
表
）。
こ
の
会

は
、「
生
活
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う

資
源
回
収
な
ど
を
行
っ
て
い
た
団
体
を

母
体
と
し
、
幼
稚
園
児
の
お
母
さ
ん
た

ち
が
中
心
と
な
り
、
平
成
十
二
年
四
月

に
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

発
足
し
て
か
ら
の
一
年
間
は
、
そ
れ

ま
で
と
同
様
に
資
源
回
収
を
行
う
一
方
、

地
球
温
暖
化
問
題
な
ど
、
環
境
問
題
を

主
体
と
し
た
勉
強
会
を
開
催
し
、
自
分

た
ち
の
力
で
、
何
が
で
き
る
か
を
考
え

ま
し
た
。

そ
し
て
、
環
境
保
全
の
た
め
の
身
近

な
取
り
組
み
と
し
て
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
へ
の
参
加
、
ベ
ト
ナ
ム
の
子
ど
も

た
ち
へ
文
房
具
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
、
リ

サ
イ
ク
ル
石
け
ん
作
り
教
室
な
ど
と
い

っ
た
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
大
き

く
幅
を
広
げ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

「
北
風
と
太
陽
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
題

し
た
、
人
と
自
然
と
の
調
和
を
テ
ー
マ

と
し
た
電
気
を
使
わ
な
い
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
。
さ
ら
に
、
同
年
末
に
は
、
大

通
公
園
に
お
い
て
太
陽
光
と
風
力
で
発

電
し
た
電
力
に
よ
り
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
を
と
も
す
試
み
を
成
功
さ
せ
、
多

く
の
人
た
ち
の
共
感
を
呼
ん
だ
の
で
す
。

リ
デ
ュ
ー
ス

リ
ユ
ー
ス

ま
た
、「R

educe

（
減
量
）」「R

euse

リ
サ
イ
ク
ル

（
再
利
用
）」「R

ecycle

（
循
環
）」
の
三

つ
の
「
Ｒ
」
を
意
味
す
る
「
３
Ｒ
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
と
題
し
た
、
循
環
型
社
会

を
市
民
に
紹
介
す
る
取
り
組
み
を
展
開
。

廃
棄
物
の
再
利
用
を
勧
め
る
講
演
や
、

家
に
あ
る
不
用
品
を
再
利
用
し
た
作
品

展
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

未来に残せるものは何？

～市民主体ニヨル環境保全ノススメ～

私私たたちちのの住住むむ手手稲稲区区でではは、、豊豊かかなな自自然然をを身身近近にに感感じじるるここととががででききまますす。。日日常常当当たたりり

前前ののよよううにに享享受受ししてていいるる「「地地球球かかららのの贈贈りり物物」」でですすがが、、ここのの恵恵みみをを次次世世代代にに伝伝ええ、、

残残ししてていいくくたためめにに、、私私たたちちはは何何ををすすれればばいいいいののででししょょうう？？市市民民ググルルーーププ「「ひひままわわ

りりのの種種のの会会」」がが取取りり組組んんででききたた活活動動のの中中にに、、そそのの問問いいへへのの手手掛掛かかりりをを求求めめままししたた。。

新保 るみ子さん
グループの取り組みについてお話を伺っ
た新保さんは、環境問題に取り組む市民団
体「循環（くるくる）ネットワーク北海道」
運営委員や「札幌市環境保全協議会」委員
なども務め、循環型社会の実現に力を尽く
しています。富丘にご主人とお子さんと一
緒に暮らしており、緑豊かな環境の中、陶
芸家としての創作活動も行っています

（「ひまわりの種の会」ホームページアドレス
http://yumeyume.sinnet.sh/d-club/）

「ひまわりの種の会」代表

▲ 自宅に併設されたアトリエにて

2手稲2002―�―広報さっぽろ


